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ハーグリーブズ・ストライキ

一一γ ェフィーノレドのシヨグプ・スチュアード運動ーー

“you can't take me， 

I'm in the A. S. E...." 器

前 川嘉

I はしがき

シヱフィールド (She伍ほId)はイングランド中司L ヨークシャ南西端にあって，

ロンドンの北北西約 2日Okm，マンチェスターの南東東約 50kmに位する，人

口約50万の金属工業の l中心地である。本来刃物製造業を中心とする金属加工

業が主要産業であったが，それを基盤に19世紀後半期には近代的重金属工業り

発展をみる。このシヱフィールドで働く機械労働者が問題を提起し，イギリス

労働運動史上銘記される事件は1866年の「暴行事件」と 1915年の( グリ プ

ズ事件 (theHargreaves Ca目〉である。本稿において論ずるのは後者ハーグロー

プズ事件である。

周知のとおり，シ z フィールドの「暴行事件」が19世釈中葉のイギリス労働

運動史上注目すべき事件として， いずれの労働組合運動史著者"も論評してい

るのに対し，ハーグリープズ事件は第 l次大戦期シ a ，}'プ・スチュアード運動

* 当該事件時生れた popularpoemの 節。
1) 19世紀中葉，クラフト・ユニオシが組合規制力を強めつつあり，これに対して政府の抑制意図
がみられアニ民況で，シェフィールド「暴行事件」 σストライキ破りに加えられた連続的な暴行」
G. D. H. Cole， A :-'rwrt Hist回てvof the British Working Class Movem四 t，林，河
上，嘉治訳「イギりス労働運動史Jn 113ページ。「シェフィールド恋物業における非組合員に対
する久しい聞の一連の暴行世汰が頂点に達したものJ...Henry Pelling， A History of British 
Trade Unwnism， 1962，大前訳「イギリス労動組合運動史J67ベージ〉は生じただけに，労働
組合=暴行のイメークによって徹底した調査が行われた。レたがって，これは単にシェフィ ル
ト四方自労動組合の問題とLて限定されず，組合運動 般に関わることと Lて注目されたロ旦
and B. Webb. The His如 ry0]" Traa伝 Unω田 >m， 日本労働協全版」ニ巻 l骨働組合運動の歴
史」羽0-302ベージ。 D.G. H. Cole， 0ム czt.，邦訳 113-121ベ人 HenryPellip~， 0，ρ<'ι， 
邦ID'1.， 67-73ベージ。
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(Shop Stewards Movement) の l働として吸収され， しかもこれに先行して生

じたクヲイド (Clycle)機械労働者の運動の影となって，これ自体詳論されるこ

とは少い。

最近イギリス労働組合運動に関する問題提起としては，合理化ならびにイ Y

フレ政策のため労働生活の全体系において生活条件が著しく圧迫されている状

況が進行しているにもかかわらず. beaurocracyの定着化した既存労働組合が

対応能力を欠落していることに対する批判である。それは，山猫争議の瀕発と

いう行動形態にあらわれ，あるいは“ WorkersControl"を内容とする“ New

Trade U nionism ..白新たな提起となっているへいずれにしても shoplev'el 

からの現行組合体制批判である。この意味において，第1次シコヅプ・スチェ

アード運動の再評価が問われることになっている九

第 1次ショップ・スチュア ド運動の検討は，いままで余りにも，その第1

期にあたるグライドの運動が注視きれがちであった。その重要性を否定するも

のではないが，その達動の全構造を明かにする上で，後述するように1916年10

月23日に始まり11月17日で一応の解決をみて，その間ストライキは僅か2日と

いう短い期間のものであったとはいえ，本稿のハーグロープズ事件にみられた

シヱフィーノレドのショップ・スチュアード運動を看過するわけにはし、かないの。

ハーグリープズ・スト l土、ンヱフィーノレド大企業の 1つ Vickers5) に働く l熟

練工が兵役免除協定にもかかわらず軍隊に徴集されたため，その解除をめぐっ

2) 主として NottingharnUnivcrsityのtheInstitute for W orkerg' Cοntrol由メムノミーが研
究をすすめ，最近の論著とLて次のようなもりを挙げることができるむ
Micheal Barratt Ero、叩，Qtcnmg the Books Institufe for Worke円 ，C.ontrol. 1968 
Ken cc叫 es(ed.，) Cαn the WorkeTs Run lndustry?， 1968 
Ken Coates and Tony Tophnm (ed.，) Workeグピ Control， 1968 
Ken Coates， Essays on Industrial D叩 wcracy，1971 
Keo. co社e5and Tony Tophum. Ne回 TradeUnionis17l， 1972 
Ernie Roberts， Workers' Control. 1973 
3) Hinton J " Th~ First Sluψ止ew.即時，Movc1'f問山 1973
の わが国で田研究は憧かに佐野稔民が「産業合商ヒと世間組合」で比較的本件についてふれられ
τいる申みで， ιれも詳論されたというものではな"， (前掲書， 65へ ジ参問。〉
5) Vickersは Cammel1およひや Firth面ownとともにシェフィールドでは大企業グループに
入るもので，第1次大臨時装甲板を製造していた。
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てのストライキである。表面にあらわれた問題のかぎり，それ程特にとりあげ

る程の重要性を見出しえないが，それはクライドのショップ・スチーアード運

動の終る時に，その経験をふまえて引きつがれての運動を内容とするものであ

れば，第l次ショップ・スチュアード運動の展開過程に重要な意義をもっと判

断できるからである。敢えて本稿において論述するのはこのためである。

II シェフィーJ~ ド労働者と労働組合の史的条件

ハーグリープズ事件を論ずるにあたり，シェフィ ルドの労働者がどのよう

なものであり，労働組合がどのような状況であったかを，その工業発展との関

係であらかじめ概観しておくことが後論の上で必要であろう。

仏) シェフィーノレド金属工業の発展概要とその特徴

1843年 boroughとして生成したシヱフィーノレドの当時(185日年時〕の状況は

つぎのように描かれている。 I他の古い地域社会と同様大産業都市の中心では，

当時ですら，高層建造物や立派な商庖，よく整備された街路がみられたが v

ヱフィーノレドの中心ではそれらのものは未だなかった」そこには「富裕な製造

業者は少し労イ動者から親方への移行はあたり前のことであった」のと o

イングランド中部内陸地帯に位するシェフィ ノレドは港から遠距離であると

いう不利な条件があるにもかかわらず，産炭地を近くに控え，なお水力利用可

能な諸河)11"をもっという工業立地条件を備えていた。 ζの条件によって，水

力→スチ ム・エンジY→ガスエンジンさらには電力へと基本的動力エネノレギ

ーを更新しながら"シヱプィーノレド工業の中心， 金属工業は維持，発展に努め

た。 19世紀半ばのシ z フィーノレドにおける金属工業の位置は1851年センサλに

よる下記の表示によって知ることができょう。

人円

135，300人

就業人口 金属工業(製鋼および金属加工業〉

男 44，846人l 男 23，141人l
ト55，427人ト24，922人

女 10，581人J 女 1，781人J

6) Sidney Pollaro， A History ザ~Labour in Sheffield， 1959， p. 3 
7) the Don， the Seaf， the Porter， the Loxley， the Rivelinの諸河]11，
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この場合金属工業は，①鉄加工業一一刃物，指物師道具類，やすり，機械工工

具，鋸等， 11銀製品，銀食器ならびに関連業，③イ寸随の諸業種一一把手および箱

ケ 1製造， の3グノレ フーに分類できる金属加工業部門 (theLight Industry)9) 

と重金属工業部門 (theHeavy Industry一一鋳造，圧延， 針金製造，製鉄・製鋼その

他)に区分されるにしてもベ当時の実態として両者何れも手工的熟練に依拠し

て載然と分けられるものではなく，後者は業界の主流である刃物ならびに諸工

具製造業の単なる付属物と考えられていたのである叫。

、1日世紀中葉の， このような'/!:l'フィーノレド金属工業はその後半期の発展士通

じて金属加工業部門の停滞の 方，重金属工業部門の仲張がみられ，両者の載

然たる区分があらわになる。金属加工業部門の，全体としての発展の緩慢性は，

本来，多品種少量生産方式であり，また当然，'1'主的熟練に基礎をおく技術体

系を持続し，企業規模の小さい ζ ともあって動力エネルギ←の更新に十分対応

しえなかったためと云ってよいであろう。

これに対して，上述のとおり，本来金属加工業の付随的地位に甘んじていた

重金属工業部門は， 1840年代からの鉄道部門からの需要 (~teel springおよび

axle trees)に刺戟を受けて， 1850年代およびω年代の急速'"な発展があり， こ

れはさらに1870~73年のプームへと引きつがれ，その後も一層鉄道部門からの

B) γヱフィーノレド，動力のスチームと水刀の推移

1770 

1794 

H.i41 

1857 

1865 

320 

シエ Y ィーノレドてスチームーエンヂンが拍めて使用されたのは1786年(Sidncypolla:rd， ot 口1.，
p. 53， p. 203参照)なお，電気炉の採用は191ぐ年である 9
9) lbid.， p. 50 
10) Ibid.， p. 79 
11) lbid.， p. 78 
12) Bessemerが自ら工場をシェフィールドに建設したのは1858-59年で， 1860'手はじめてシェブ
ィーノレド10工場のうち7工場が Bessemer法を採用した。
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需要拡大(スプリング，車輪，車軸，レール〕さらに機械造船工業からの需要(スチ

ーム・エゾヂγ，船舶3 機械，各種機械工具その他)，政府〔国内外〉需要〔銃，砲弾，

装甲板〉の市場拡大， すなわち， 機械・ェγジン製造その他の部門が製鉄・製

鋼に付加されて，多少の起伏をみながらも， 19世紀末まで企業規模を拡大して

発展傾向を示す。文字どおり重金属工業として，従来の金属加工業の地位を脅

かすだけに成長した問。

ζ白発展は19世紀末以降第 1次大戦に至る聞も政府からの兵器需要の拡大，

技術的には電力エネノレギーの各工程への適用Cjp，クレーン，圧延等〕によって促

進され，企業規模も企業集中を通じて 層拡大した凶。明かにこの段階で重金

属工業部門が金属加工業にとって代る地位を占めた。その推移は雇用者数から

表示すれば次のようである即。

11車工霊
1851 I 21，3人50 

1891 32，100 

1911 34，800 

キ1850年

重工金属業 l 

575苦
21，384 

38，379 

以上のように-/'=フィーノレド金属工業の発

展は令属加工業から重金属で業へ土比重を移行

し，手工的工場から近代機械装置工業への推移

を意味するかの印象をうけるのであるが， ジ虫

フィーノレド重金属工業は金属加工業を基礎に成

立したものであり，そこに一部大企業の形成を伴なって近代化が図られたとは

いえペ 従来の金属加工業にみられた性格を継承する多数の小企業をもっとい

う複合性があった。これが第l次大戦前のシェフィーノレド金属工業の実態とL

ての特徴であり，これはその労働者の存在形態とも対応する。

(B) シェフィーノレド金属工業労働者

金属加工業での職種は鍛冶工，研磨工および柄付け工・組立工に分けられる。

13) Sidney Pollard， ot. cit.， p. 159 
14) 企業集中は(1)合同方式(冊， John DrUWllS'とThom剖 Firth::;'は1903年に合同)と(2)吸
収合併方式(例， Jonas & ColverはtheUniversal steelworke四， the Pil，国 worksを殴収〕
で進みJ 1914年当時従業員主的0人規模のもの8企業， 1，000-2，000人のもの6企業が成立して
いた。
15) Sidncy Pollard， op cit.， AppendilC Table 5B. 6B， 7B， 8B， 9B， 10Dーより作製。
16) 雇用条件についてみれば，多〈の企業は二重雇用制によって労務管理を行っていたが， 19世紀
末になると大企業は直接の，集中管理をはじめた.
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鍛冶工にはおよそ視力と肉体的熟練が要求され，研磨工は慣習.伝統にもとづ

く作業に従事し，柄の取付けはもっとも複雑で高度の熟練が必要でありた。し

たがって，この部門で不熟練，半熟練ならびに婦人労働者によって行える作業

とは補助的なもの〔倉車でわ製品パヅキ γグ等〕にすぎない。おおむね熟練労働者

によって構成きれていたのである。

数多くの型と品質の異なる製品を，技術的効果のロスを最小限にとどめて製

造する上で，これを支えるものは労働者の熟練であった。したがって，熟練労

働者は仕事についての裁量権，材料の選択権をもち，自らは低い賃率で部分的

な単純作業を担当させる青年および半熟練労働者を従えて，企業から信任をう

ける半独立労働者としての地位を保っていた。いわゆる二重雇用制度が成立し

ていたのである。

その後の金属加工業の緩慢な発展のため，多くの作業は複雑性を残し，また

使用される金属材料には十分な注意が必要であるため， この熟練労働者の諸条

件に大きな変化がないままに状況は20世紀までつづいた。

これに対して，金属加工業を基礎に構築されてし、った重金属ム業部門は，そ

の労働者の 1部が金属加工業部門から移行したものである。 ζの移動は1880年

代までつゴ〈。しかし，労働者の多くは地方および他。鉄工業地域から高賃金

と速かな昇進可能性を期待して単身流入してきたものであった。そして，景気

の後退があれば失業および住宅不安からスコヅトヲ Y ドあるいはアメリカへす

ら再移動するという移動性の高い労働者たちであってペ これは金属加下業に

定着している熟練労働者，それらから移行してきた熟練労働者とは異なる点で

あった。

19世紀後半期の重金属工業の発展は多数の半・不熟練労働者が雇用され，そ

れらは技術発展によって熟諌労働者に代替し得る状況が生じ，と〈に六企業に

おいては19世紀末になって直接雇用，企業の統一的労務管理体制となるのであ

るが，出来高給制度の熟練労働者および半紫諌労働者では請負制が多分に喜多肩

17) Ibid.， p. 170 
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していたと判断できる開。近代化をすすむ重金属工業部門でも複雑にくみζま

れ，継承されている曽ての労使関係が残ってかた。

シヱフィーノレド金属工業の発展に窺えた特徴はまたその労働者の存在形態，

その労使関係と照応関係にある。これはおそらくまた労働組合の組織，運動に

も反映せずには措かないであろう。

(0) v ~フィーノレド金属工業の労働組合

シ z フィーノレド金属工業の若干の労働組合の形成は， 18世紀前半期にまで遡

及されるものであるが，多くは18世紀末から19世紀始めにかけてペ ハラムシ

ャ (Hallamshire)の刃物師同業組合 (theCompany of CutlersiO)内部で親方に

対する闘争の問結成されたと云われる。これらは回結禁止法のため地下にもぐ

るが，友愛組合を装いながらも19世紀初期，賃金引き上げの継続的な運動に表

面化してきた。

シヱフィーノレド金属工業を支えたものが主として労働者の手工的熟練にあれ

ば，これら労働者の結集を可能にし， 労働組合組織を支えたのも同じ彼らの

「熟練」にあった。機械によっても，他地方からの労働者によっても代替不能

な，その特定の「熟練」が職種別の労働者の結集を可能にした。それ故，熱練

労働者からなる金属加ム業部門の職種別組合の組織化は容易であるという条件

をもっ目、たのである。しかし，それらは容易に結集出来るとはいえ，少数者

の組織であって，当然財政力は乏しく，景気後退期には容易に消滅する2ニいう

不利な条件をもっていた。且つ，熟練労働者は親方へ移行可能の条件をもって

18) 重金属工業部門での賃金支払形態は①統ーの日給賃金で支払われる熟練労働者， ①出来高
〈金属加工業，鉄工業の慣行〕で支#われる熟練労働者および半熟練労働者， ③企業別部門別
日枯で支払われる不熟暗労働者，以上の 3類型に分れむの分野ではおおむね請負制であった。
19) Webbによれば， シェフィーノレドで theScissorsmiths Friendly Societyが1791年4月設立
され，その他の共済組合がもっと早u、時期に設立したと註記しているが (Webb，Hist"叩ザー
Trade U.η四 'llsm，邦訳， 日本芳働協会版， 46ページjおよそ大抵D組合の設立は 178C年代か
ら181叫i--O.J聞である.
20) the Cornpany of Curtlersは親方のみの結社で， 1624年設立，徒弟規制および地方業界への
書入規制り法民権限が与えられていた。 18世紀末まで規制力をもっていたが，産業尭展に伴なレ
雇主に却って有害Eなって1814年エリザベス捷弟世 (theElizabethan Statitute of Artificers) 
り土要規定が廃止されたとき特別法 (31Geo. III， C. 58.)によってその権限はなくなったe
(日出町 Pollard，op. cit.， p. 6:S参照L
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な影響を与えられるものと意識して，一応社会的に定着するのは19世紀も後半

期になってからである。その状況は前頁の図表が示している。

職種別に組織した各労働組合は組織力，機能の上でかなりの格差，相異があ

ったがm 共通したことは労働力供給の規制を基礎にして組合機能を考えてい

たことである。 その規制方法は (1)時間短縮であり， (2)参入規制l一一従弟規制

一ーを内容とする出。 ζれに併行するのはいうまでもなく共済機能であったへ

これに付随して，機械化への反対，および closedshop制の堅持に努力が向け

られた。 Lかしまた(1)職種別セクヅョナリズム， (2)組織の狭小性，という共通

の弱点があり，いうなればクラフト・ユエオンの典型であった。

19世紀中葉を通じて，ほぼ変化のなかったジヱフィ ノレド金属工業の各職種

別労働組合は，クラフト ユニオンの姿勢を持続しようとするが， 1870年代か

ら緩慢とはいえs 徐々に進行する技術変化，それに伴なう婦人労働者および不

熟練労働者の導入叫のため， まず徒弟規制が事実上有効性を失いはじめ，クラ

フト ユニオY として致命的な規制力の弱体化をF すとともに，新参入労働者

は一般組合 (theGeneral Union)に拠る傾向を示す。 各職種労働組合が2日世紀

に入って動揺しはじめた乙とは，つぎに掲げる組合合同士契機にする再編成の

図表から，否定できないと ζろである。

他方重金属工業部門での労働組合はどうであったか。よ述のとおり，金属加

21) 規制力D強い組合ほ研磨工組合であり，そり反対に弱い組合のlつに理物士組合があった。
22) 労働時間規制を有効に行ったものに指物工，工具製造工，鋸製作工，フォ ク製作工，研磨エ
白組合があり，徒弟規制については，徒弟を組合員の子弟に限石場合， 1人以上を同時にもつこ
とを許さない場合，一定年齢に到Lてはじめて徒弟をもつことが許される場合，等々の規制があ
った。
23) 普通，拠出金は週 IS 少年 6dで，疾病手当は本人5-8S，妻へは 2-3S子供，徒弟へは
1-2S給付され，そD他失業，ストライキ手当給付がおおむね制度化されていた。 19世紀末にな
ると，長業手当が充実されるq 鋸鍛拍研磨工の場合を例示するとつぎ白ょうであったa

1891-3年
拠出金(週〉 争議手当 症楕手当 生業手当 死亡手当
男少年 男妻徒弟 男妻子供 男葺
18d 9d 11只 fiS 5.SS 48 7835 15 os5 .B2.5 

24) 1891年センサスによれば，金属加工業で婦人骨働者数は6，300人そのうち銀器製造部門で2，089
人(部門生従業者数の40%)針金部門で 1，3白人(同30%) と推定される (SidneyPollard， 
ゆ cit.，p. 137.参照)。
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工業から移行してきた熟練労働者は別として，移動性の高い半・不熟練労働者

および，徒弟制度によるのではなし必要に応じて補助部門に就労している青

年労働者を組合に結集さすことは甚だ困難であった。それ故，金属加工業の組
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合組織化は先行し，重金属て業部門での半・不熟練労働者。組織化はおおむ

ね1890年代までまたねばならなかった。その結成は 1888年の“ theNational 

Steel Workers' Association， Engineering and Labour League" 左 1893年

の“theNational Amalgamated Union of LapouI" (N. A. U. L.)酎である。

かくして， 20世紀初期シェフィーノレド重金属工業の主要労働組合組織状況は

つぎのようであって，数多〈の職種別組合が小規模で (A.S. E. >::除き〕熟練労

働者を組織して群立し，一方不熟練労働者は独自の組織をもち， ζの両者が併

存する形態をとっていた。

製鉄鋼部門

the Associated lron and Steel Workers' Society 

the Steel Smelters' Society 

the National Steelworkers' Association 

the Amalgamated Society 

特殊鋼部門

次
〉
川
町
一

1

-

9

 

竿

(

(

撒

酬

E

，
 

合

は

組

側

( - ) 

( - ) 

tbe Railway Spring Fitters' Society 

the Spring Smith and Strikers' Society 

the Amalgamated vViredrawers' Society 

機械，クレーン，ボイラ一部門

tlle Amalgamated U uiol1 

the National Amalgamatcd Society 

機械部門

550 (1913) 

60-150 (1913) 

440 (1914) 

500 (1910) 

150 ー〉

the A. S. E 

the United Machine Workers' Society 

the Steam. Engine Makers' Society 

the Patternmakers' Society 

the Amalgamated Society of Toolmakers and Machinists 

the National Union of Smiths and Harnmevmen 

その f血

the Ironmoulders' Society 

3，117 (1914) 

350 (-)  

150 (ー〕

300 (-)  

( - ) 

〔ー〕

1，200 (1913) 

25) N. A. U. L は木来タイン河畔般労働組合 (theTynside and General Union)である。
シヱフィーノレド地区に常任代表カ司E命されたりは1893年。
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the Coremakers' Society 

the Iron Dressers' Society 

不熟練労働者

the N. A. U. L 

the Gas Workers and Gen巳ralW ur ker:s U niun26) 

(201) 43 

120 ( - ) 

350 (1912) 

445 (1913) 

10.000 (1913) 

19世紀末から第 l次大戦期にかけて， シヱフィーノレドの労働組合は比較的安

定していたとはし、え，問題がなかったわけではない。前述のとおり， 部では

あるが企業集中によって企業規模の拡大がみられ，これに対応して労働組合も

また合同，連合化のみ向が不可避になっ亡ペ 組合の意思決定も中央集約的傾

向をとり，全国的レベノレでの協約体制がとられていった。この ζ とが従来の交

渉単位地方支部との調整を必要とすることにならざるを得ず，問題の 1つであ

つ t~。

第 2の問題点は，職種別組合と一般組合との車L様である。技術発展に伴って

生じた新て程をめ〈って職種別組合間のみならず， 般組合との聞にも領域に

関する紛争が生じた。 部熟練労働者の職業独占への執着は不熟練労働者の反

撲を招き 3 争議にまで発展することがあったぺ不熟練労働者は職種別組合の

労働者全階層への開放を問題とし，熟練労働者自体も，自らの既得権を維持す

るために他の階層からの理解が，したがって職種別組合の半 不熟練労働者へ

組織範囲を拡大する必要に迫られていた。

職種別組合(熟練労働者〕と一般組合(不熟練労働者〕が，なお前者の主導的立

場にありながらも両者の競合的併存状況が第1次大戦前のV ヱフィ ノレド労働

組合の実態であった。

26) ンヱフィールド地区で結成されたのは1906年1月。 1907年には4，500人， 1913年には 10，000人
そのうち機械工場で2，000.人。組合員をもっ。
27) 1912年， the National Amalgamated Society of Engineme叫が theSteel Smeltersと合
同， 1913年にはさらに3製鋼労働組合と 2ブリキ工労働組合と連合し. 1906年にはA.S. E 
を含む12組合が機械部門で「機械業合同委員会Jをシェフィー/レドで結成した。また針金部門で
も19凹. 1901年に合同が実現した@
28) 19日年，この問題で EdgarAllen'sでストライキがあった。
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III シヱヲィー)~ド，シヨ y プ・スチコアード委員会の成立

シェフィールドの 1熟練仕上工の問題に，従来セクショナリズムの強い熟練

労働者が 1万人も結集し，既存労働組合体制の枠を突き破って，シ三ツプ・ス

チェアードの下に運動を展開したところに，本件の注目に値する点がある。

たしかに， ハーグリープズ・ストライキを通じてシェフィーノレドの、ンョザ

プ・スチェアード運動は成長するが， この事件の展開はY'%.フィーノレド，、ン

ヨヅプ・スチュアード委員会に情報が伝わった時点から，運動として始まるの

であって，ショヅプ・スチ z アードの組織基盤がある程度先行して形成されて

いた3 したがって，いかなる:決況によって， どのような、ンョップ・スチュアー

ドの組織と運動が先行していたかが，本節の課題である。

これに先立ち，機械工業におけるシヨグプ・スチュアード委員会生成の一般

的状況をーベつしておきたし、。

それはすでに 1890年 Tynside造船所などの若干の地区で確立されてし、たっ

機被工の1892年度大会では地区委員会にV 当ツプ・スチュア ドり任命権およ

びその活動を規定L. 指令する権限を賦与した。そして19世粗末には.，.yチヱ

スター地区委員会は職場委員に職長と出来高賃率の突渉を許L.使用者側もこ

れとの対応に困惑を感じ始めていた。その後も工場委員会が工場規律，経営問

題などを論議すべく設立され，およそ主要な工業中心地では，ショップ.7-チ

ュアードの選出があり，その数および機能は増加，拡大しつづけて第1次大戦

期を迎えるという傾向がみられていた酷。

周知のとおり，第1次大戦期の労働力不足からダイリューション政策がとら

れた。シェフィーノレドでも例外ではない。これに対してγェフィーノレドでの反

応は，針金工組合など若干の組合は反対し，むしろ機械持ち台数の増加によっ

て生ずる労働強化に甘んじる態度をとった。しかしA.S. E 全国婦人労働

者連合などは婦人労働者の合理的な賃金の要求，戦時ポ ナスの支払要求とい

29) Ed.. Ken Coates and Tony Topham， WQrkers' Control， p. 99 
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う賃金問題で消化する政策をとった制。後者が有力な組合であれば，シェフィ

ーノレドでのダイリェーシ.:/に関する労働組合の女将在は賃金問題としてまず提

起された。すなわち， (1)低賃金労働者による代替を拒否するため半熟練労働者

の賃金の引き上げ， (2)熟練労働者の賃金水準の維持であるo しかし，夕、イリュ

ーショ Yの侵透による職場での摩擦は，不熟練労働者が単純作業に従事しなが

らも出来高給によって高賃金を得，反対に熟練労働者は，不熟練労働者の作業

から生ずる機械保全の仕事量の増大，生産拡大要請に伴う複雑労働の負担増加

にもかかわらず相対的低賃金， という現実的危問題であった。ダイリュートが

幸練労働者の賃金を上廻ることすら生じた。熟練労働者百 1人 JackPnrson 

は次のように述べている。

「軍需品の需要とグイり ι ーション協定の結果，労働者がやヮで来て，反若草作業に

ついた。彼らは機械をこわした。週末には多額の賃金だけが問題な白であった。熱諌

労働者は，機械を保全しなければならず，すべて日給週給賃金であった。これがトラ

ブルであコた。普通の日給賃率とは別に幾らか支払を受ける資格があるとわれわれに

は主張した。」円】

ダイリュ トとの経済的条件の格差に不満をもった熟練労働者は，この問題

を既存の硬直した組合機構によっては提起不可能とみて，独自の新しい組織機

構を考えて，その場主設定する必要を感じた。それは既存の職種別セクトに固

定した職種別組合によらないで，諸種の熟練労働者の共通の場，すなわち工場

レベルでの組織を設定することにLた。これがシヱフィーノレドのショヅプ・ス

チュアード組織(非公式組織〕“ Dayworkers'Committee"の生成である。 も

とよりそこでは同一規律のもとで多くのダイリュートも共働の関係にある場で

あったことはいうまでもない。

ヨノェフィーノレドのシ 2 ツプ・スチュアード運動は， この非公式組織の“ Day-

workers' Committee"の運動叫と， 政府の労働組合抑制策の強化時' ζれに

30) Sidney Pollard. op. cit.， p. 271 
31) Bi1l Moore， < She晶eldShop Steward in thc日目tWar'， uμT Hi>tory， No. 18， 1960， p 
5-6 
32) D町、同d世田， Committeeはド Yドン軍需産業賃金委員会， 耳需大臣とも会い， また組合本
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癒着した既存組合体制への職場からの反援，両者の結合した時点で展開される。

この運動にシ z フィーノレド職種別組合の多くが反対の立場にあった。しかし，

有力組合 A.S. E の地区委員会はショップ・スチュア -f選出を全組合員に

呼びかけ， ともあれ支持する立場にあったことは，その後の運動に重要な影響

を与えた。

因みにA.S. E. No. 12 Branchの決議 (1916年2月25日〉は

「本支部はショップ・スチュアードり必要，また地区委員会はわが組合員に補償手

当 それは組合員がこの職務をとる前に認められねばならないもの を認めさせ

る地方向決権がも司ていないので，組合員にシ三ツプ・スチ品アードの代りをきぜる

むつかLさに関心をもっている。」叫

である。

現場生産点での熟練労働者のいだく問題から，公式の組合機構とは独自に組

織の再編成を職場レベルで試み，それを基層 !:Lて運動に入るという状況のな

かで，シヱフィーノレド機械労働者はハ グリ プズ事件を迎えるのであるが，

本件で驚くほどの結集力と行動性をみたのには，戦時特有の性格をもった2つ

の事件が1915年中に生じ，これらをふまえてのことであった。

その 1つは Mr.Samms351 の事件である。 サムズ氏は陸軍病院 (theFirrale 

Wurkhouseが使用されていた〉で負傷兵と戦争について対話したことから 2ヶ月

の有罪判決が下された。これを討議した A.S. E.地区委員会は「十ムズ氏の

判決は不得策且つ不公正なものとして紛砕すべきものと考え，内務大臣に訴え

る」という決議をした酎(1915年9月6日〉。

これにひきつつき周年9月中旬，第2の事件が， すなわち，旋盤工の 1人

(Bingha叫が無許可で 1ヶ月間職場を離れたため，職長が停職処分にした。こ

部役員を訪ねるほど申活動を行い， 1915年前半期に日給のひきあげに努めた。 (BillM田，e，。ρ
clt.， p. 6.) 
33) 1915年4月の大蔵省協定は同年6月軍需品法の成立で法的強制力が賦与された。
34) Bill Moore， o.か cit.，p. 7 
35) the Board of Guardians (J)労働メムハ で反戦の立場の平和主義者。
36) Bill Moore，噌 cit.，p. 7 
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れで免れたが，その処置がなければ当然前線に送られる怖れが十分あったとい

う事件である。

このように具体的な事件にあらわれて，戦時の緊迫した空気がシヱフィ ノレ

ド工場内にただよい迫っていた。したがって. A.S.E. Y r フィーノレ
1

卜地区

委員会はつぎの決議をした(1916年10月20日〕。

「シェフィ ノレド A.S. E第12支部白木集会は正義の確保，恒久平和のため可及

的速かな機会に交渉促進士図るよう政府に切に要請する」四

この決議のあと 3日にして，本件ハーグリープズ事件が発生したのである。

IV ハーゲリーブズ・ストライ牛

シェフィーノレド，ショップ・スチュア ド運動の指導者であり，ハ グリ

プズと同職場にあったというマ フィ(J.T. Murphy)は事件発生時を回想

Lてつぎのように述べている制。

11人の若いハーグリープズi:.いう機械工白事件がわれわれに新しい危機をもたら

したの彼は私と同じ部門でたまたま働いていたお〕ロ彼は 2. 3日仕事を離れていたあ

と，軍隊にとられたと分った。彼は徴集免除のパヅヂと資格をもっていた叫のにもか

かわbず。

もし，彼が機械工としての熟練が役立つところで熟練労働者として働くため軍輩に

とられたのであれば，そんなに大きな感動はなかったL..少くとも明白な犠牲事件で

はなかったであろう」と。

ハーグリーブズから A. S. E. シェフィールド支部宛だされた照会の書

37) lbid.. p. 8 
38) J. T. Murphy，‘The War and the Engineers. 1916，' in R. and E. Frow and Mにhael
Ka凶nka，STRIKE， 1971， p. 162.しかし，本件については Murphyにしても Jeffery:>にし
ても必らずしも正確な叡述でない。 BillMoore ‘She血eldShop Stewards:に主として依拠す
るζ とにしプこ。
39) 1-T. Murphyは1915年2-'周クヲイドにおり， シェフィ ルドに来たのは1916年11月であ
って，本事件発生時γェアィ ルドにし、たかどうか，おそらく事件発生によってシェフィ ルド
の運動を指導するために来たと考えられるが確認する必要がある。
40) ハーグりー〆ズは世聾免雌のパッヂも賢椅も持っていたと Murphyは述べているが().T 
Murphy，oρ cit.'， p. 162.) Bill Mooreはバツヂ申み所持し資格はなかったとし寸本人の書簡
乞あ'1ているo (Bill MυlIre.υ'p. c;it.， p. 9.) 
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簡 41)(1916年10月23日什)から，事態は明るみに出て，さらに Murphyによれば

「野火j のように情報が各職場委員会に伝わって労働者は事態を重視Lはじめ勺

た。

1916年10月，それはクライドのV 冨ザプ・スチュアード運動が終鷲していく

時期である。 Gallancherに指導されたクライドの運動が後退したとき，その

運動を自らも経験した Murphyに指導されて， シェフィーノレド労働者は新た

に運動を展開したのである。

ハーグリープズの書簡を受けとったのは A.S. E シヱフィーノレド支部であ

ったが，問題への対応は， A. S. E 支部からシ豆ヲプ・九チュアード委員会

へ移る。本人は A.S. E.の組合員であり，しかもそりシェフィ ノレド支部へ

連絡して対処を依頼したにも刀ヨかわらず，運動主体が正規の組合機関からショ

ップ・月チュアード委員会へと， 11月白日の大衆集会を経て移行した。この移

行は今少し事実経過を明かにしておきたい。

連絡をうけたA.S. E シェフィ ルド支部は当然突渉にあたったが，何ら

り成果を得ず，その間，労働者には問題重視の1j論が拡がっていった叫。 ζの

事態のなかで11月日円の集会が開かれた。これは A.S. E 地区委員会とシ司

ップ・スチ z アード委員会が合同して全職種の熟練労働者に召集をかけた大衆

集会である必)。

1，5日0人の収容力をもっコロジアム (theColiseum) では文字通り一寸の余地

41) ，、ーグリーブスが A.S.E シェフィ ルド主部宛にだした書簡はつぎのようなものである。
「私は軍隊に召集きれましたので先週火曜日には働いていた Vicke聞社をあとにしました。 そ
して私は資格〈免除の 筆者〉なく J ッヲーだけしかもっていませんでしたので軍隊に行かなし、
わけにはいきませんでした。 Vickers社が私の書類をもっていたのでアッピーノレするにせよ，何
かほかのことをするにしても時間がありませんでしたので。どうか細目を上記住所へ送って下さ
い。私の王部での番号は114番ですo Vicke自社て調べていただき，資格な〈パッヂだけをもっ
てレる人が20人いる ζ とを知っていますので，私りようにひどい目にあわされた人がもういない
かどうかみていただ〈ことを希望Lて私は A.S. E に加』しました。 L ハーグリープズ
追仲私は保証カ ドを同封します。軍隊にλった今，私はどうし、う立場にあるりかお知らせ下
さいoJ (Bill M∞re， op. cit.， p. 9.) 

42) Bill Moore， op. cit.， p. 11 
4日3) Mur凶yはA.S. E 地区委員会の召集と述べ， Bill Mooreは職場委員会との共催とL、って
いるロおそらく7彰式的には地区委員会で実態は懐者も加っていたと網棚fナる。
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なく大衆が参加したっこの集会で A.S. E.とショップー月チュア ド委員会

りいずれが問題対処の責任を果すか，それぞれの主張に大衆が判定を下すこと

になったυ すなわち， A. S. E 、ンェフィールド， ロッテノレダム地区議長 Sarn

Armitageは「地区委員会は本集会を支持L.， この問題処理の仕事をショップ・

スチ z アード委員会に手渡すことを決定した。その結果，組合は対処中生ずる

との法律上のかかわりにも責任がない。」叫と発表し， 地区委員会からシヨゲ

プ・スチュアード委員会に主導権を移そうとした。彼をふくめて地区委員会の

メムパーの多くはショップ・スチュアードでもあって，本問題の対処にはショ

ップ・スチュアード委員会によることが適切と判断Lたからであり，地区委員

会としての責任を免れようとの意図からではない。

A. S. E の地方書記 Bil1Gaviganは， ζれに対L.，集会の中で本件の処理

は組合執行部に任せるべきとのアッピーノレを愛国的立場の言辞をまぜて行った。

これは大衆から決定的に痛烈な批判錨〉を受けた beaurocracyで硬直した組合

機構に対する批判でもある。これが契機となって集会はγ ョップ・スチュアー

ドり集団指導の体制へと展開し， 6日聞の猶予を与えて「ハーグリープズが指

定日時に市民生活に戻らず，熟練工組合ι政府との協定にもとづいて，われわ

れとともに彼の地位がとり戻されなかコたらシヱフィ ノレド機械工は仕事しな

いであろう」錨〉とストライキをこめた決意を宣言したu 指定日時は11月15日午

後4時とじた。か〈して次の段階に入る。

その6日間，当局はこれを無視し，シヨヅプ・スチュアード委員会は活動し

た4九 11月15日〔指定期日〕が来たo A. S. E の建物には行動プランによって

44) J. T. Murphy， o.ρcit.， p. 163 
45) Bill Gaviganに対する批判由参加者発言は「われわれは裏切らオしたし，現に裏切ら札つつあ
ると思う。われわれは大蔵省協定の提案を不承不承，そして紗舟，戦撞の機械工の地位について
の政府D文書による誓約があコたので受諾した@われわれは非;霊園者ではない。こり職場で必要
なのに戦争に意味なく数千の若者たちが補充されるのをみた.そ白代りにわれわれは数千名を訓
植した。しかし，もしドイツ政府が協定をひ脅さいたように，政府が今その協定や植ることが許
されるならば，ど号してわれわれは若者たちが帰ってきたとき顔をあわすことができるか。」と
いうものであった(].T. Murphy，。ρcit.，p. 163， 164.¥ 
46) Ibid.， p. 164 
47) シェフィ ルドの機械部門で11月6日時点。 γ ョツプ・スチュアードの存在不明の工場があっ
たが6日間でタベて把握された。また，政府当局(総理，軍需大区，軍当局〉および各組合へ文
書を発送し，機械工費各地に代表を派遣した。
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200人のショップ・九チュアードが参集し，建物の外には全国各地〈グヲスゴ，

ロンドン"p ウ，ダービー，マγチヱスタ ， コペγ トリーおよびパ ミンガム〉に

即刻連絡すべく自転車，自動車をもって代表たちが待機していた。指定の刻限

午後4時が来て，政府から何らの連絡も遂になかった。これは，その1時間後，

各機械工場より結集してきたシェフィーノレド， ロヅテノレダムの機械工1万人の，

勝利するまで工場に戻らないという決定に至らしめたのである。

ハーグリープズ事件がシヱフ 4ーノレドという地域的限定の枠を越え， A.S 

E の枠組みをも下部から突き破る運動方式で， 緊張が高まったのはこの時点

である。さらに A.S. E 本部のとった態度は，ー層ショップ・スチュアード，

労働組合員との距離をつくりだすものであった。すなわち， 15日おそく，内容

の異なる 2通の電報があった。 1つは A.S. E 本部より，ハーグリーブズは

解除きれ，市民生活に戻る故，7-トライlキは認められない旨のものでありベ

1つはハーグリーブズ本人より，釈放について何も閣かされていないというも

のであった。

これに対する労働大衆の反応は明雄極まるものである。

“No Hargreaves， no work!" 

ハーグリ プズをみた後で職場に帰るとの要求で，多くの支援集会が開催さ

れ，ハ グり プズの釈放か，シェフィールドでの軍需品生産中止かの二者択

ーをもって迫った。漸ゃく 2 日後く11月 17 日)""'~フィールド，・ン冨汐プ・スヰ

ュ7ード委員と労働者 1万人集会にハーグリ フeズ.主釈故きれた姿を現わした。

本人の市民生活への復帰を歓迎し，その事実を確認した労働者は再び職場に帰

りユトライキは終了した。これがハ グリープズ事件の経過であった。

V 結語

ハーグリープズ・ストライキが伝統産業を継承する工業都市，シェフィーノレ

48) A. S. E 本部からの電文は「執行部の抗議と熟練工の召集取扱いに関する大臣からの提案が
あって，軍当局はハーグリ プズに市民生活に極帰するよう命令したーしたがって，操業惇止は
正当たりえず認められない」というもの (BillMoore. ot. cit.， p. 11.¥ 
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ドで，セクショナリズムの強い熟練労働者に生じた問題に， 上部組合からの圧

力，規制を排して， 1万名からの労働者が結集して決行されたことは，まさに

シヱフィ ノレドと Lて空前のことである。前述のとおり，それはハーグリーブ

ズの釈放を実現し，現実的勝利をみた。そしてその勝利は個別的な解決にと E

まらず，労働組合は「労働組合証明書制度」協定 (theTrade Card Sche血e)を獲

得することで一応の制度的定着にも成功した。しかし，この解決もきることな

がら，運動プロセスを通じてショップ・スチュアード委員会の組織拡大が展開

し，その機能が確立していったことを注目しなければならない。

運動当初の段階においてすでに一般組合員は組合本部機関への不信ンョッ

プ・スチュアードへの信頼を示したが，運動の過程で 層ショクプ・スチ ι ア

ドの価値は明らかになって，組織機能の確立がすすんだ。 1917年 1月のジ占

ップ・スチ z ア ドの大会は半熟練労働者を招雪，そこでの決議はさらに不熟

練労働者，婦人労働者を含めるもので， シz ヅプ・ λ チュアードは文字通り労

働者全階層士代表するものへと発展する。

たしかにシェアィーノレドの闘争は熟練労働者の権利にかかわるものであり，

運動全体においてもジョップースチェアード委員会においても繋練労働者の主

導的立場があった。しかも，これをグライドの場合E異なって，いわゆるクラ

フト ユニオヱズム的ショザプ・ λチュアードと結論できるかどうか。

すでに明らかに Lたように，熟練労働者は半熟練，不熟練，婦人労働者と共

存形態にあった〔翼線労働者-40%半，半熟練労働者←-20%，不需練労働者20%)。熟

練労働者のセクト的立場からの運動では展開Lえない職場状況にあったとみな

ければならない。ハーグリープズが所属する最大の組合で組合員数3，117名(19

14年)，他は中小規模の組合であり， 他方不熟練労働者が theGeneral U nion 

に1万名組織されている。そこで熟練労働者のセクト的運動でどうして 1万名

の集会が度々もてるであろうか。前述のとおり熟練労働者は常に青年労働者の

存在を意識していた。熟練労働者のイニγ アティプがあったにせよ，半・不熟

練労働者との協力体制の上に築く γzップ・?，チュアード運動であったとみて
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よいであろう。そのような実態があったこそ， 1917年 1月の、ンョヅプ・スチュ

アード大会ではいち早<，全等級労働者を包摂するシ z ップ・スチュアード委

員会の組織方針が決定をみたのである。

ζの点からも、ン z フィーノレド，ショップ'7-チ手， 7ード運動を，単にグラフ

ト・ユニオニズム・ショヅプ・スチュ 7ード運動とみることはできない。もし

これを敢えて云うならば，矢張り， イYタ λ トリアノレ・ユニオニズム...yョツ

プ・スチェアードというべきではないか。また，この運動は熟練労働者がその

権利の維持確保するを直接の課題としたものであったが，同一職場で共働する

不熟練労働者との協調が不可欠であり，事実協力関係が確立されたζ とには，

彼らを組織していた GeneralU nionの存在を無視できない。それ故ショップ

・スチュアード運動は，よれに先立つ19世紀末の新組合主義と直接の継続性は

ないにしても，異質なものとして画然たる一線を画Lて論ずるよとは出来ない

のではないか。

第 1次シ z 少プ・スチュアード運動はクライド→シェフィールド→コベント

リと場を移じて展開したが， 強〈開lf回manageIIlentを迫ったグヲイドの運動，

組合主義に包摂されて joint-consultationにとどめられたコベントリの運動の

両極に注目されやすい。そのなかでシヱフィーノレドの運動が， これらとの対比

でどのような意味をもつのか，改めた機会で考えてみたい。


